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女
性
消
防
団
員
任
命
の
条
例
制
定

ロ
月
定
例
市
議
会
は
、
ロ
月

4
日
か
ら
四
固
ま
で
の
市
日

間
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
予
算
関
係
ロ
件
、
条
例
関
係
6
件、

請
願
2
件
、
陳
情

4
件
、
人
事
案
件
2
件
、
そ
の
他
2
件

が
提
出
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

企予算、条例の一部改正、財産の取得 (大洲温泉)、 法定合併協議会設置など22議案

を原案可決。継続審議となった 「場外馬券売り場設置に関する請願書(設置反対)J
など請願・陳情6件が採決されました。(議会最終日12月18日の本会議)

を
議
決

「協市
E町
会村
か合
5併
法は

寝室
議受

ラミ推
1呈

市
長
の
議
案
提
案
理
由
説
明
(
要
旨
)

市
町
村

田
画
・
司
4
3
H恒一

合
併
協
議

哩

唱

:
1
Lト川

μ一

を円滑に

か
三
二
ゆ

と

進
め
る
た

・

・

d
F蜘
凶

s'E
一

め
、
「
大

国

一

一

---E
T

洲
喜
多
合
併
協
議
会
の
設
置
に
つ
い

て

(1
月
1
日
設
置
)」
を
提
案
し
、

協
議
会
事
務
局
経
費
な
ど
大
洲
市
の

応
分
の
負
担
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、

三
善
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
委
員
会
に
よ
る
郷
土
芸
能

「三

は
っ
び

善
地
区
獅
子
舞
」
の
獅
子
頭
、
法
被

な
ど
の
整
備
を
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
助
成
事
業
に
よ
り
支
援
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元

に
伴
う
周
辺
整
備
の
た
め
移
転
改
築

が
必
要
と
な
る
大
洲
児
童
館

(平
成

日
年
度
に
旧
三
ノ
丸
市
営
住
宅
団
地

跡
地
へ
移
転
)
の
電
気
給
排
水
設
備

の
設
計
委
託
料
や
、
市
民
の
防
火
意

識
の
高
揚
を
目
的
に
女
性
消
防
団
員

口
人
を
任
命
す
る
た
め
の
条
例
改
正

と
予
算
計
上
、
老
朽
化
し
た
防
火
水

槽

(4
カ
所
)
の
補
修
工
事
予
算
な

ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

| 総務費 | 
0法定合併協議会への負担金 (大洲市の負担分)

806万円

。三善地区獅子舞の獅子頭 衣装などの更新を助成します

170万円

。住民基本台帳ネ、ソトワークシステム IC力一ド発行 (8

月から)のテスト作業をします 25万円

| 消防費 l 
0防火水槽の漏水を直します (蔵川丸山、阿蔵奥深井、北

裏、柳沢本郷) 180万円

0女性消防団員が誕生します

(報酬や制服代など) 110万円

2 

イメージを一新

12月定例市議会での議決事項など、詳しくは「おおず市議会だより No.38Jをご覧ください。

0おはなはん通り周辺家屋の

タト壁修繕を補助し景観保全

に努めます 1ワ4万円

きれいになります

0中山間地域等直接支払事業斐付金 (1集落及び既存集落

の調整)を追加します 354万円



2月号広報おおず 2003

大
洲
温
泉
は
価
値
あ
る
財
産
で
あ
り
、

市
民
福
祉
に
必
要
な
も
の

大
洲
温
泉
施
設
に
つ
い
て
は
、
市

監
査
委
員
か
ら
示
さ
れ
た
「
当
市
観

光
の
底
上
げ
や
通
年
型

・
滞
在
型
の

観
光
都
市
を
目
指
す
た
め
の
施
設
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
そ
の
運
営
に
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
も

の
の
、
買
取
価
格
の
う
ち
、
諸
経
費

を
除
き
、
温
泉
権
及
び
温
泉
ス
タ
ン

ド
な
ど
の
構
築
物
を
適
正
な
価
格
で

買
い
取
る
よ
う
、
ま
た
出
資
金
に
つ

い
て
は
株
主
に
返
還
し
な
い
よ
う
に
」

し
ん
し

と
い
う
勧
告
内
容
を
真
撃
に
受
け
と

め
、
買
取
価
格
に
つ
い
て
市
民
の
皆

様
に
不
必
要
な
誤
解
と
ご
心
配
を
お

か
け
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
し
ま

す
。監

査
勧
告
の
と
お
り
、

株
主
に
返
還
せ
ず
、
温
泉
権
は
鑑
定

評
価
に
、
温
泉
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
構

築
物
等
は
簿
価
に
基
づ
き
、
買
取
価

格

1
億

1
、
2
9
6
万
1
、
7
0
0
円

で
大
洲
温
泉
鮒
と
契
約
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
「
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に

関
す
る
条
例
」
第
3
条
の
規
定
に
よ

り
議
会
の
議
決
を
お
願
い
す
る
も
の

で
す
。

今
後
、
温
泉
施
設
の
活
用
方
法
、

利
用
計
画
な
ど
を
策
定
し
、
効
率
的

な
活
用
を
図
り
、
市
民
福
祉
の
増
進

と
観
光
事
業
振
興
に
役
立
つ
温
泉
施

設
と
し
て
運
営
で
き
る
よ
う
、
ロ
月

3
日
、
議
会
及
び
市
内
各
団
体
の
代

表
者
な
ど
で
組
織
す
る
大
洲
市
温
泉

活
用
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

ベイオフ解禁の延期

平成17年3月末まで引き続き

主 額保護
出
資
金
は

.定期預金などについては、これまで同様、元本

1，000万円までとその利息などが保護されます。そ

れを超える部分は破たん金融機関の財産の状況に応

じて支払われます。(一部力、ソ 卜されることがあり

ます。)

4砂平成1ワ年4月以降は、当座預金などの利息がつかな

い預金が全額保護されることになります。預金保険

制度、農漁協系統預金保険制度ともに同じように取

リ扱われます。

一人
事
案
件

r
z
E
E
E
E
E
 

人
事
案
件
に

つ
い
て
、
議
会
の
同

意
を
受
け
た
人
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
(
敬
称
略
)

教
育
委
員
会
委
員

大

塚

弘

一
(
新
谷
)
《
新
任
》

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

山

本

敏

和

(西
大
洲
)
《
新
任
》

一
一
般
会
計
予
算
の
総
額

r
E
E
E
E
B
t
t
E
E
E
E
 

ロ
月
補
正
予
算
は

5
、
6
4
2
万

4
千
円
の
減
額
と
な
り
、
平
成
比
年

度
の
一
般
会
計
予
算
額
は

1
6
9億

5
、
9
8
1
万
6
千
円
(
前
年
同
期
比

1
・
9
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
)
と
な
っ

て
い
ま
す
。

詳しくは、金融機関の窓口、農水産業協同組合貯金

保険機構または、次のところまで、。

問い合わせ先

預金保険機構

四国財 務 局

松山財務事務所

合 03-3212-6029

合 087-831・2131

ft 089-941-7185 

悪質な貸金業者にご注意を!

電柱などに違法広告物を掲示し、法外な高金利融資

や強引な取り立てをする悪質な業者による被害が増え

ています。一般的な黄金業者の貰付上限利率は年率

29.2パーセントです。

返済方法などの説明や契約書などを斐付しない業者

からは借リないようにしましょう。

0大洲児童館の移転改築の

ための設備設計をします

130万円

問い合わせ先

県庁中小企業課 ft 089・941-2111 内線3232

県警察本部 フリーダイヤル ft 0120-31-9110 

松山財務事務所理財課 宮 089・941-7185

ここに移転します

| 教育費 | 
0理科教育備品を購入します (柳沢小、 三善小、 大洲南中、

大洲東中) 300万円

0総合体育館にトレ一二ン

グマシン2機を購入しま

す 120万円

体力づくりに

，
 

一
林
野
火
災
の
防
止

一

一

林
野
火
災
の
多
く
は
、
皆
さ
ん

一

i

一
人
ひ
と
り
の
注
意
で
防
ぐ
こ
と

・

一
が
で
き
ま
す
。

一

一

貴
重
な
人
命
や
財
産
を
火
災
か

一

一
ら
守
る
た
め
、
林
野
で
の
火
気
の

・

一
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し

一

圃

ト
ふ

、
「
ノ
0

・

確実{之 1

3 
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大洲喜多合併推進協議会だより

法定の合併協議会設置に向けて、 11月13日・ 14日に第3回大洲喜多合併推

進協議会(視察研修)を、 12月2日に第4回会合を開催しました。

町

大

一
洲
喜
多

競
合
併
推
進
協
議
会

什
月
日
日
・
刊
日
大
阪

・
兵
庫

大
洲
・
長
浜
・
肱
川
・
河
辺
の

4

市
町
村
の
首
長
・
議
長
な
ど
が
務
め

る
協
議
会
の
委
員
及
び
幹
事
会
幹
事

と
、
各
市
町
村
か
ら
の
事
務
局
職
員

の
合
わ
せ
て
お
人
が
、
大
阪
・
兵
庫

を
訪
ね
、
既
に
法
定
協
議
会
を
設
置

し
て
い
る

2
つ
の
協
議
会
を
視
察
し

ま
し
た
。

高
川

1
/

f
h

、一牒

aLv
a今
A
E

口一
m

h
一
晴

ι

ロ

ヰ
H

川
県

ド
」
借
用

一
丘
ハ

サ

、

民
日

住
ド

の
月

皐

Z

4

，

H
汁

/

¥

合

修

企

大
洲
喜
多
合
併
推
進
協
議
会
委
員

の
活
発
な
質
問
に
対
し
、
視
察
先
の

協
議
会
か
ら
、
次
の
よ
う
な
項
目
の

回
答
や
貴
重
な
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

【
研
修
地
!
研
修
内
容
】

と

ん

だ

ば

や

し

た

い

し

か

な

ん

大
阪
府
富
田
林
市

・
太
子
町

・
河
南

ち
は
や
あ
か
さ
か

町
・
千
早
赤
阪
村
合
併
協
議
会

法
定
協
議
会
の
委
員
と
な
る
学
識

経
験
者
の
人
選
方
法
や
、
協
議
状
況

の
住
民
へ
の
周
知
方
法
な
ど
の
ほ
か
、

協
議
会
が
停
滞
し
て
い
る
現
状
な
ど

す

も

と

つ

な

ご

し

き

兵
庫
県
洲
本
市

・
津
名
町
・
五
色

い
ち
の
み
や

町

・
一
宮
町
合
併
協
議
会

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
柱
と
し
て

-
T
(情
報
通
信
技
術
)
活
用
と

I

S
0
9
0
0
1

(サ
ー
ビ
ス
品
質
の

保
証
と
顧
客
満
足
)
取
得
に
よ
り
、

合
併
後
、
す
べ
て
の
公
共
施
設
で
窓

口
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
広
域
公

共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
な
ど

町
大
一
洲
喜
多

一第
合
併
推
進
協
議
会

ロ
月
2
日
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

協

議
次
の
協
議
事
項
が
、
す
べ
て
原
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

O
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
小
委
員
会

設
置
に
係
る
基
本
方
針
(
案
)
に

つ
い
て

住
民
の
関
心
が
特
に
高
く
、
慎
重

な
協
議
が
必
要
な
項
目
に
つ
い
て
、

次
の
小
委
員
会
を
設
置
す
る
。

A-新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会

A-新
市
の
事
務
所
の
位
置
等
検
討
小

天
女
ロ
貝
ム
一
品

A-新
市
将
来
構
想
策
定
小
委
員
会

O
第

1
回
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会

(
法
定
)
の
開
催
に
つ
い
て

第

l
回
目
の
会
議
を
次
の
と
お
り

開
催
し
、
今
後
の
会
場
は
、
四
市
町

村
の
持
ち
回
り
と
す
る
。

日

時

1

月
8
日
(
水
)

午
後
2
時
か
ら

場
所

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

O
大
洲
喜
多
合
併
推
進
協
議
会
の
解

散
に
つ
い
て

大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
(
法
定
)

の
設
置
に
伴
い
、
任
意
の
合
併
協
議

会
「
大
洲
喜
多
合
併
推
進
協
議
会
」

は
出
納
整
理
な
ど
の
残
務
処
理
を
終

え
た
後
、
解
散
す
る
。

報

告

O
新
市
将
来
構
想
及
び
新
市
建
設
計

画
策
定
業
務
実
施
要
領
に
つ
い
て

計
画
期
間
を
十
カ
年
と
す
る
新
市

の
「
将
来
構
想
」
及
び
「
建
設
計
画
」

を
策
定
す
る
。

A
V
新
市
将
来
構
想
と
は

合
併
後
の
姿
を
、
新
市
の
長
期
計

画
、
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
な
ど
で
示

し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
具
体

的
に
説
明
す
る
も
の
で
す
。

A
V
新
市
建
設
計
画
と
は

新
市
将
来
構
想
や

4
市
町
村
の
基

本
構
想
を
踏
ま
え
て
、
財
源
の
裏
づ

け
の
あ
る
具
体
的
な
事
業
を
盛
り
込

ん
だ
計
画
で
す
。

O
ホ
1
ム
ペ

I
ジ
作
成
等
業
務
実
施

要
領
に
つ
い
て

合
併
に
関
す
る
情
報
を
広
く
提
供

し
、
住
民
の
意
見
な
ど
を
収
集
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
ホ
ー
ム
ベ

l
ジ
を

開
設
す
る
。事

務
事
業
現
況
調
査
業

務
等
説
明
会
を
一開
催
!

4
市
町
村
の
職
員
を
対

象
に
、
事
務
事
業
現
況
調

査
業
務
と
新
市
例
規
策
定
業
務
の
実

施
方
法
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
、

両
日
で

2
7
1
人
が
参
加
し
ま
し
た

0

.
事
務
事
業
現
況
調
査
業
務

4
市
町
村
が
合
併
す
る
場
合
、
事

務
を
二
冗
化
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ

の
項
目
は
、
約
千

1
2
千
に
及
ぶ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
す
り
合
わ
せ

を
行
う
た
め
の
資
料
の
作
成
手
順
が

11111.12 

4 

...各市町村の事務事業を今後どう一本化するかが

合併のカギ (11月11日、市総合福祉センター)

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
現
況
調
査
結
果
は
協
議
会
で

の
基
礎
資
料
と
な
り
、
新
市
将
来
構

想
等
に
も
反
映
さ
れ
ま
す
。

0

.
新

市

例

規

策

定

業

務

ほ

新
設
合
併
し
た
場
合
、
各
市
町
村

正

の
条
例
・
規
則
(
例
規
)
な
ど
は
効
ふ

力
を
失
う
た
め
、
新
市
の
例
規
な
ど

埴

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新

出

市
の
例
規
策
定
業
務
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル

創

や
調
整
手
順
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

一同併ムロ多
士
旦
酉洲大の{疋法口同

同
月年F

h
d
 

成平※
 

「語意見・と、質問を

お聞かせください日
〈二「

合併に関するご意見・ご質問は

次のところまで

大洲喜多合併協議会事務局
干795-0012
大洲市大洲891番地の1大洲市民会館

TEL0893・23・0234FAX0893-23-0233 
Eメール ozukita@cnw.ne.jp 
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E置理

変
通
傷
害
保
険
3月3日

受付開始

各
行
政
区
の
区
長
を
通
じ
て
申
込
書
(
住
所
・
氏
名
記
入
済
み
)
を

配
布
し
ま
す
。
万
一
の
場
合
に
備
え
て
、
家
族
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
申
込
に
つ
い
て

市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
を
希

望
す
る
人
は
、
各
行
政
区
の
区
長
を

通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、

H

区
(
組
)
入
り
H

し
て

い
な
い

加
入
希
望
者
の
う
ち
、
肱

南

・
久
米
・
肱
北
・
喜
多
・
平
地
区

に
住
ん
で
い
る
人
は
、
市
役
所

(
3

階
)
総
務
財
政
課
交
通
安
全
係
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
連
絡

所
の
あ
る
地
区
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

最
寄
り
の
連
絡
所
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

加
入
資
格

A
V
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

犬訓市市 民交通a・..，草険加 人.;;lI 【加入者書号低記入し.いことJ

O込'1" "1岨筑 i区各1 1加入柑・|

1 加入省の健 川 民 名 l 合|岨 |叫ん ~~， I~I. • I 
1 1 '" ，ol;r一一|牧
τ口市C::=J~
! 1 I:l' ~ c 11101 太

一←--l~ト一一一一-l伶l町内何回附いロ 2ロ 山 内

--r一一一一一--'A，一一一一一ー寸の
斗ここ斗2ド一一-I~
斗三三~~j_______1 品

事部ト-Ii

ftilJ'-且L一一 "

...加入申込書に必要事項を記入し、
印を押して申し込んでください。

2 

3 

4 

5 

5仁二
2 

息

。，帳検"
"ロ細川..-.!!.!!....__内篭ーー一一一人・一一ー一一ーー円

山 UlIIIA)_!旦一円認ー一一一人 =一一ー一一一門
内 . A' 門

。
市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

保
険
料

ーロ

4
8
0
円

中
途
申
し
込
み
は
月
額
的
円

2
口

9
6
0
円

中
途
申
し
込
み
は
月
額
初
円

※
l
人
2
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
期
間

平
成
日
年
4
月
1
日
か
ら

1
年
間

支
払
わ
れ
る
保
険
金

保
険
金
の
例

会
最
高
額
》
死
亡
し
た
場
合

ー
口
に
つ
き
:
・
1
0
0
万
円

《
最
低
額
》
治
療
期
間

1
週
間
未
満
の
場
合

l
口
に
つ
き
:
・5
千
円

※
金
額
は
、
治
療
期
間
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
と
き

日
本
国
内
に
お
い
て
、
自
動
車
、

オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
、
列
車
な
ど

に
乗
っ
て
、
追
突
、
墜
落
、
転
覆
し

た
事
故
や
、
歩
行
中
に
こ
れ
ら
の
車

両
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か
れ
た
り

し
た
事
故
に
対
し
て
保
険
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

万
一
、
事
故
に
遭
っ
た
と
き
は

自
損
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
で
も
、
軽

い
ケ
ガ
で
も
必
ず
警
察
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
届
出
を
し
て
い
な
い
と

保
険
金
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
?

保
険
金
の
「
請
求
」

市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
し
て

い
た
人
で
、
交
通
事
故
な
ど
で
負
傷

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険

金
の
請
求
を
忘
れ
て
い
る
人
は
、
で

き
る
だ
け
早
く
請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
財
政
課
交
通
安
全
係

公

@
2
1
1
1
(内
線
3
2
3
)

宅{(0@色ゐiiJ.・・・・・・・・・・.

皆さんの大切な思い出を一本の木に託し、

あなた自身の手で植樹してみませんか。
市民の森富士山

内線328

申し込み・問い合わせ先

総務財政課行政係 官 24-2111

• • 

第
9
回
市
民
の
森
記
念
植
樹

日

日
時

4
月
却
日
(
火
)
み
ど
り
の
日

・

午
前
日
時
か
ら

い

場

所

市

民

の
森
(
富
士
山
南
側
斜

・

面
・
家
族
旅
行
村
オ
l
ト
キ

・

ヤ
ン
プ
場
入
口
付
近
)

い

対
象
者

・

①
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

(
大
洲
出

・

身
で
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
及
び

い

市
内
の
団
体

・
法
人
を
含
む
)

・

②
平
成
凶
年
4
月
か
ら
平
成
日
年

3

い

月
ま
で
の
聞
に
何
ら
か
の
慶
事
を

・

迎
え
た
人
、
ま
た
は
迎
え
る
人

・

樹
木
の
種
類

キ
ン
モ
ク
セ
イ

い

参
加
費
用

l
万
円

・

(
プ
レ
ー
ト
代
、

支
柱
代
を
含
む
)

・

申
込
期
限

4
月
4
日
(
金
)

い

号
、
じ

川

、吋
h
r
-
H
有山
4

・

マ・

w，U
沿

・

し

J
J
h品

-T
J
i
h
.
 

γ
山川総

・

臨
…

周
唱
4a

・

湾髭
i
E
圃

-

saE

・
• .

 
，F'
-

聞
凶
唱
a

・

・・田

・

・・目

・

圃
圃
司

・

岨一

v
-

h
川崎

・

1
V
J'
-

E

…
 

M
F
ι
i

・

n
l
L

・
• •• 

• • • • • • • • • • • • • • • • 

5 



広報おおず 2003 2月号

納税敏正しくお早めに!
※土・日・祝日などの休日に税務署へ確定申告書の提出を希望する

場合は、郵送または時間外収受箱をご利用ください。

所得税の

校長こ
~ 
て者

、や
大洲税務署
ft 24-3115 

税の相談電話
怨 24-3635

税務相談室につながります

3
月
何
日
日
の
申
告
期
限
間
近
に
な
る
と
受
付
窓
口
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告
は
、
早
め
に
お
済
ま
せ
く

だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な

5
な
い
人

V
商
売
を
し
て
い
る
人
、
土
地
や
建

物
を
売
っ
た
人
、
不
動
産
収
入
の

あ
る
人
な
ど
で
、
平
成
同
年
中
の

所
得
の
合
計
が
、
基
礎
控
除
、
配

偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

V
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
収
入
が

2
千
万
円
を
超
え
る
人
、

2
カ
所

以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る

人
、
給
与
以
外
の
所
得
が
却
万
円

を
超
え
る
人

ま
た
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の

な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
雑
損
控
除

や
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、

確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

①
申
告
書
が
届
い
て
い
る
人
は
必
ず

そ
の

「
申
告
書
」

②
印
鑑

・
計
算
用
具

③
所
得
金
額
の
計
算
内
訳
書

④
給
与
・
年
金
な
ど
の
あ
る
人
は

「
源
泉
徴
収
票
」

⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は

「
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
(
原
則

と
し
て
、
平
成
M
年
中
に
実
際
に

支
払
っ
た
医
療
費
の
合
計
額
が

m

万
円
を
超
え
る
場
合
こ

な
ど

⑤
社
会
保
険
料
控
除
の
あ
る
人
は
、

「
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、

介
護
保
険
料
な
ど
の
支
払
明
細

書」

⑦
生
命
保
険
料
控
除
、
損
害
保
険
料

控
除
の
あ
る
人
は
、
「
支
払
保
険

料
の
証
明
書
」

③
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
人
は
、

「
住
民
票
、
家
屋
の
登

記
事
項
証
明
書
、
売
買
契
約
書
、

住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
等
証
明
書
」

な
ど

⑨
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は

「
損
失

額
の
明
細
書
」

な
ど

6 

所得税の確定申告説明会

場所

対象者

.給与所得者で住宅借入金等特別控

除を申告する人

。受給している年金の申告が必要な人

※当日、必要な書類が揃っていれ

ば申告することもできます。

問い合わせ先

大洲税務署個人課税部門官24-3115

2 月 3 日(月 )~5 日(水)

午前9時30分~午前 11時30分

及び午後 1時~午後4時

大洲市総合福祉センター

時日

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
楽
々
作
成

税
務
署
で
は
、
銀
行
の

A
T
M
の

よ
う
に
、
画
面
の
指
示
に
従
っ
て
タ

ッ
チ
し
て
い
け
ば
、
自
動
的
に
申
告

書
が
作
成
で
き
る

「
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル」

を
置
い
て
い
ま
す
。

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
使
え
ば
自
分
で

書
い
た
申
告
書
の
計
算
が
簡
単
に
で

き
、
計
算
誤
り
を
防
ぐ
の
に
も
役
立

ち
ま
す
。

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
郵
送

を

!所
得
税
に
は
申
告
納
税
制
度
が
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
自
分
の
所
得
の
状

況
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
納
税
者

が
自
ら
税
法
に
従
っ
て
所
得
と
税
額

を
正
確
に
計
算
し
て
、
申
告
・
納
税

す
る
も
の
で
す
。

税
務
署
と
市
役
所
税
務
課
及
び
各

連
絡
所
の
窓
口
に
置
い
て
あ
る

「
確

定
申
告
の
手
引
き
」

な
ど
を
ご
利
用

の
上
、
で
き
る
だ
け
自
分
で
書
い
て

税
務
署
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

M
時
間
年
中
無
休
で
お
答
え
し
ま
す

電
話
・

F
A
X
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・

携
帯
電
話
で
の
相
談
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
担
時
間
年
中
無
休
で
自
動

的
に
回
答
し
ま
す
。
利
用
す
る
際
に

は
、
タ

ッ
ク
ス
ア
ン
サ
l
用
の
コ

ー

ド
番
号
が
必
要
で
す
。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
1
コ
l
ド
表
は
、

税
務
署
や
市
役
所
及
び
商
工
会
議
所

の
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

フ
ァ
ッ
ク
ス

(
コ
l
ド
番
号
0
0
1
0
)

で
も
入
手
で
き
ま
す
。

愛
媛
地
域
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
l

圃

0
8
9
・
9
2
1
・
7
7
9
9

ホ
ー
ム
ペ
l
ジ
ア
ド
レ
ス

}】丹仲間】
一ミ
宅
若
者

-SH
E
回
目
『
・
ロ

S-m0・」
匂



2月号広報ああず 2003

3311γ@j ，....____" (Eift.J Ud&J 申告書の受付は

氏税
県

の申告

1育
市
民
税
の
申
告
は
、
平
成
問
年
1

月
1
日
現
在
、
大
洲
市
に
住
所
の
あ

る
人
で
、
申
告
義
務
の
あ
る
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

申
告
義
務
の
あ
る
人

平
成
比
年
中
に
、
営
業

・
農
業
・

不
動
産
・
配
当
な
ど
の
所
得
が
あ
っ

た
人

(平
成
H
年
中
の
所
得
合
計
額

が
各
種
控
除
の
合
計
額
を
超
え
な
い

人
も
申
告
が
必
要
)

申
告
の
必
要
が
な
い
人

A
V
所
得
税
の
確
定
申
告
を
税
務
署

に
提
出
す
る
人

.
事
業
所
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

が
市
役
所
に
提
出
さ
れ
て
お
り
、

手呈日申告相談の

所
得
が
給
与
所
得
だ

け
で
他
に
所
得
が
な

い
人

申
告
に
必
要
な
も
の

確
定
申
告
に
必
要
な

も
の

(
6
ペ
ー
ジ
)
①

j
⑨
を
ご
持
参
く
だ
さ

当

。
iv 

な
お
、
国
民
年
金
の
納
付
先
が
市

か
ら
国
へ
変
更
に
な
り
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
支
払
額
の
確
認
が
市
役
所

で
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

領
収
書
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
に
つ
い
て

市
で
は
、
次
の
日
程
で
市
県
民
税

の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
申
告
に

つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
連
絡
所
で
申
告
相
談
が
あ

る
日
に
限
り
、
そ
の
管
内
に
住
ん
で

い
る
人
は
、
市
役
所
税
務
課
で
の
申

告
相
談
が
で
き
ま
せ
ん
。
該
当
す
る

日
に
連
絡
所
で
相
談
す
る
か
、
別
の

日
に
市
役
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

税務課市民税係
官 24-2111内線128

期間中は混み合いますので、申告相談に時間がかか
る場合があります。大変ご迷惑をおかけいたしますが、
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

募集人数
各活動範囲ごとに 1人程度

手当
月額 4，580円

平成 15年度

肱川・河川愛護モニター

募集
肱川に接する機会が多く、河)11愛護に閉山と熱意を持つ満20歳以上

の人(活動範囲の近隣に住んでいる人)の応募をお待ちしています。

このモニターは、大洲工事事務所長が委嘱し、任期は平成15年4月1
日から1年間です。

活動範囲
大洲市祇園大橋~大洲市畑の前橋 (活動範囲 3) 

大洲市祇園大橋~大洲市畑の前橋 (活動範囲 4) 

大洲市畑の前橋~大洲市富士橋 (活動範囲 5) 

大洲市畑の前橋~大洲市富士橋 (活動範囲 6) 

大洲市生々橋~大洲市金比羅橋下流(活動範囲7)

大洲市生々橋~大洲市金比羅橋下流 (活動範囲 8) 

@肱川右岸

@肱川左岸

@肱川右岸

@肱)11左岸

@矢落川右岸

@矢落川左岸

国土交通省大洲工事事務所 大洲市北只 1503-1

河川管理課 ~ 24-5185 ファックス 24-5331 

地区 期間 場所(会場)

大 洲
2月17日(月)

市 役所税務課
~21 日 (創

平 野 2月24日(月) 平野連絡所会議室

南 久米 2月25日閃 南久米連絡所会議室

官 田 2月26日tJ<) 菅 団連絡所会議室

柳 沢 2月27日附 柳沢連絡所会議室

市内全域 2月28日(金) 市役所税務課|

主国皇 3月 3日(月) ニ善連絡所会議室

八多喜 3月 4日ω 八多喜連絡所会議室

上須戒 3月 5日休) 上須戒連絡所会議室

新 Pロミ 3月 6日休) 新谷連絡所大ホ ル

大 |大成 3月 7日(金) 大 川 連 絡 所 会 議 室

川 |蔵 川 3月 7日(金) 基幹集落センタ ー

市内全域
3月10日(月)

市役所税務課
~ 17日(月)

申告相談時間 各会場とも午前9時~午後4時30分

休 日
市役所 ・税務署ともに土曜・日曜は
閉庁します

応募・問い合わせ先

7 



広報おおず 2003 2月号

高齢者福祉情報シリーズ

施設を紹介します①

ら
大洲市在宅介護支援センター

福祉用具・住宅改修などについて教えて!

介護用品などを実際に見て

いただくことができます。

希望により皆さんのお宅を

訪問します。

介護保険について知りたいけど?

電話や訪問によりご説明

します。
看護師の坪団員由美です

大
洲
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
」
の
ご
紹
介

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま

わ
り
」
は
、
平
成
5
年
7
月
に
市
の

委
託
を
受
け
在
宅
介
護
の
相
談
業
務

を
始
め
て

9
年
が
経
ち
ま
す
。

現
在
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
や
申
請
の
方
法
、
介
護
用
品
や
住

宅
改
修
な
ど
高
齢
者
の
福
祉
に
関
す

る
電
話
や
訪
問
に
よ
る
無
料
相
談
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第2回

菅

回

、

大洲市在宅介護支援センター

ひまわり
ft 25-3438 大洲市徳森1512-1

夜間・日曜祝日 24時間体制で相談受付

宮 25-2713(老人保健施設ひまわり)

8 

在宅介護サービスを利用したいけど…

サービスを受けるための申請

書類を皆さんのお宅に持参し

て、ご本人に代わって市町村

役場に提出します。
相談長

介護福祉士の古JlI知巳です



2月号広報ああず 2003

大洲市
駅伝

4
3チ
1
ム
が
大
会
新
記
録

刊
は
月

7
日
(
土
)
、
中
高
生
や
社
会
人
な
ど
桁
チ

l
ム
が

参
加
し
、
第
位
回
大
洲
市
駅
伝
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
の
午
後
l
時
却
分
、
ピ

ス
ト
ル
の
合
図
で

1
区
の
走
者
必
人

が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、
各
中
継
点

で
走
者
か
ら
走
者
へ
と
た
す
き
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。
途
中
、
冷
た
い
雨
の

降
る
中
、
各
走
者
は
ゴ

l
ル
の
市
民

会
館
を
目
指
し
ま
し
た
。

a引
-

ココー-

ち，

.....市役所前をスター卜

Vたすきを リレー (五郎中継点)

会
大洲少年少女含帽団発表会

今年で 8回目を迎える発表会に向けて、団

員一同張り切って練習しています。皆さんお

誘い合わせの上、ご鑑賞ください。

.日時 2月15日(土)午後 1時30分開演

.会場 国立大洲青年の家(北只)

。内容 合唱…いま生きる子どものマーチ、

いなかの四季、蒼い海 ほか

アルペンホルン重奏

.入場 無料

。問い合わせ先

コンサートの
ごあ九ない

ft 25-3558 
こうとく

平小学校(神徳まで)

春のコンサート~夢をかたちに~
.日時 3月1日(土)午後 l時30分開演

.会場 大洲市民会館(大ホール)

4・内容独唱、 二重唱、独奏、合唱など

4・出演 砂森敬恵(ソプラノ・ 二期会会

員)、細川立彦(バリトン ・二期会会員)、

綱川 恵(ピアノ)

砂吉岡妙水(ピアノ)、乗松美生(バイオ

リン)、押田三恵(ピアノ)

砂内子町並みエコー、ボーイズふじかげ、

大洲ふじかげコーラス

.入場 無料 (有料駐車場あり)

.主催・問い合わせ先 大洲ふじかげコーラス

宮 24-4278(白石まで)

先
日
、
松
山
市
内
で
低
床
パ
ス
に

初
め
て
乗
り
ま
し
た
。
「
ノ
ン
ス
テ
ッ

プ
パ
ス
」
と
も
い
わ
れ
、
乗
降
口
の

ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

車
高
調
整
装
置
で
車
高
が

5
セ
ン
チ

低
く
な
っ
て
段
差
が
な
く
な
り
、
車

イ
ス
で
乗
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

車
内
は
通
路
幅
も
広
く
、
移
動
が
と

て
も
楽
で
、
乗
る
人
す
べ
て
に
便
利

で
や
さ
し
い
パ
ス
で
し
た
。

こ
の
パ
ス
会
社
は
、
今
後
も
バ
リ

ア
フ
リ
1
化
の
一
環
と
し
て
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
パ
ス
の
継
続
導
入
を
積
極
的

に
行
い
、
「
人
に
や
さ
し
い
公
共
交
通

機
関
」
を
目
指
し
て
い
く
計
画
だ
そ

う
で
す
。

「
バ
リ
ア
フ
リ
l
」
と
は
、
バ
リ

ア
(
障
壁
)
を
フ
リ
i
(取
り
除
く
)

に
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
も
と
も
と

あ
っ
た
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
と
い
う

こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
歩
道
や
家
の
段
差
を

な
く
し
て
、
車
イ
ス
の
人
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
た
り
、
階
段
に
リ
フ

ト
を
取
り
付
け
る
こ
と
で
高
齢
者
が

2
階
へ
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
工
夫
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
す
べ
て
の
人
が
、

ま
ち
の
中
を

一
層
自
由
に
行
き
来
し
、

だ
れ
も
が
社
会
に
参
加
で
き
る
こ
と

が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
人
の
移
動
や
参
加
を
妨

す
べ
て
の
人
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

げ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
ア
(
障

壁
)
を
は
じ
め
か
ら
な
く
し
て
い
こ

う
と
い
う
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
、
現
在
徐
々

に
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
訳
は
、
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
」
で
は
、
製
品
や
施
設
を
作
る

最
初
の
時
点
か
ら
「
す
べ
て
の
人
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
設
計
す
る
こ
と
」

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
改
造
や

特
別
な
変
更
を
加
え
る
必
要
が
な
く
、

障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
も
な
い
人

に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い
社
会
や
環

境
と
な
る
か
ら
で
す
。

「
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ
行
け
る
」

「
施
設
や
設
備
を
問
題
な
し
に
利
用
で

き
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
基
本
的
な

人
権
の
一
つ
で
あ
り
、
「
人
権
と
し
て

の
移
動
の
自
由
」

(
H
交
通
権
)
と
も

言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
人
権
視
点
か
ら
も
、
こ

れ
か
ら
は
、
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
」
を
理
想
と
し
つ
つ
、
「
施
設

・
設

備
な
ど
の
バ
リ
ア

フ
リ
l
」
と
「
心

の
バ
リ
ア
フ
リ

l
」
の
物
心
両
面

で
の
取
り
組
み
を

推
し
進
め
る
こ
と

が
、
「
人
に
や
さ

し

い

ま

ち

づ

く

り
」
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま

す。

9 



2月号広報ああず 2003

市立博物館
2月1日から

企
画
展

(
後
期
)

新
谷
藩
の
す
が

j

先

人

の

痕

跡

j

一
万
石
の
小
さ
な
藩
な
が
ら
、
幕
末
に
は
歴
史
の
表
舞
台
に

登
場
し
、
勤
皇
派
と
し
て
そ
の
名
を
残
し
た

「
新
谷
藩
」
の

人
物
に
つ
い
て
の
紹
介
で
す
。

新
谷
の
先
人
た
ち
に
焦
点

市
立
博
物
館
で
は
、
平
成
比
年
目

月
か
ら
ロ
月
に
か
け
て
、
企
画
展

H

新

谷
藩
の
す
が
た
H

の
前
期
展
示
「

一

万
石
の
歴
史
と
文
化
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
は
こ
れ
に
続
い
て
、
新

谷
出
身
の
人
物
に
焦
点
を
あ
て
、
功

績
を
顕
彰
す
る
後
期
展
示
「
先
人
の

痕
跡
」
を
開
催
し
ま
す
。

江
戸
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
活
躍

ぼ
〈
せ
き

し
た
人
物
の
遺
品
や
墨
蹟
な
ど
を
展

示
し
、
そ
の
活
躍
を
紹
介
し
ま
す
。

新
谷
藩
校

た「
求
道
軒
」

2
月

1
日

(土
)
か
ら

3
月
お
日
(
日
)
ま
で

市
立
博
物
館

4
階
展
示
室

(
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
内
)

開
館
時
間午

前

9
時

1
午
後

4
時
初
分

休
館
日

月
曜
日
、
祝
祭
日
(
月
曜

の
場
合
は
そ
の
翌
日
も
休
館
)

入
館
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

企
⑫
4
1
0
7

寛
永
四
年

(1
6
4
2
)
、
大
洲
藩

か
ら

一
万
石
の
内
分
を
受
け
た
加
藤

直
泰
は
、
新
谷
を
本
拠
に
定
め
陣
屋

を
構
え
ま
し
た
。
今
か
ら
ち
ょ
う
ど

3
6
0
年
前
の
こ
と
で
す
。
こ
の
と

き
か
ら
新
谷
藩
の
藩
政
が
始
ま
り
ま

し
た
。

新
谷
藩
で
は
、
家
臣
の
教
育
の
場

と
し
て
藩
校
「
求
道
軒
」
を
つ
く
り
、

高
度
な
学
問
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
市
内
外
の
神
社
で
算

期
間

回一割，片

品
J
-E'

市
立
博
物
館

孫
明
工ム

池5
，iJ暴

商

貫
兵
街μ骨 三

号、‘
戸、

額
(
数
学
の
問
題
)
が
奉

揚
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

明
治
期
に
は
、
憲
法
制

こ
う
ど
す
す
む

定
に
貢
献
し
た
香
渡
晋
や
、
貿
易
商

の
池
田
貫
兵
衛
な
ど
、
政
財
界
で
活

躍
し
た
人
物
が
数
多
く
世
に
出
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
優
れ
た
人
物

に
つ
い
て
、
大
洲
で
語
ら
れ
る
こ
と

は
、
今
ま
で
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
人
物
の
す
ば

ら
し
さ
を

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん

に
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
分
か
り

ゃ
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

紹
介
す
る
人
物

....宇都宮龍山「七字一行書J

香

渡

晋

(
こ
う
ど
す
す
む
)

宮
内
省
に
勤
め
、
明
治
政
府
に
お

い
て
、
憲
法
制
定
論
議
が
平
行
線
を

た
ど
る
中
で
欽
定
憲
法

(天
皇
の
命

に
よ
り
選
定
す
る
憲
法
)
の
制
定
に

力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

臥
ー龍

v;?) 山

内?
建
て

10 

取也、

亀...... 池
田
貫
兵
衛

(
い
け
だ
か
ん
ぺ
い
)

し
ょ
っ
の
う

明
治
期
、
茶
や
樟
脳
の
貿

易
商
と
し
て
成
功
を
収
め
、
第

六
五
銀
行
頭
取
、
神
戸
電
燈
会
社
社

長
、
米
穀
取
引
所
理
事
長
な
ど
を
務

め
神
戸
の
経
済
界
に
大
き
な
功
績
を

残
し
ま
し
た
。

児

玉

嘩

山

(こ
だ
ま
き
ざ
ん
)

新
谷
藩
校
「
求
道
軒
」
の
教
授
と

し
て
、
ま
た
別
に
家
塾
も
聞
い
て
藩

士
の
教
育
に
携
わ
り
ま
し
た
。
新
谷

藩
主
の
侍
従
を
務
め
、
周
囲
か
ら
尊

敬
さ
れ
た
人
物
で
し
た
。

河
内
寅
次
郎

(
こ
う
ち
と
ら
じ
ろ
う
)

池
田
貫
兵
衛
と
と
も
に
神
戸
で
活

躍
し
た
貿
易
商
で
す
。
高
品
質
の
木

蝋
の
取
引
で
財
を
成
し
、

大
洲
に
別
荘
・
臥
龍

山
荘
を
建
て
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。



国
際
婦
人
デ

l
記
念
講
演
会

第6回国際婦人デー記念講演会のご案内

~いきいきつやつや楽しく楽に~

「老いを拓く」

毛 利 雅 英 さん

毎
日
を
い
き
い
き
と
楽
し
く
過
ご

す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、

一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

藤
樹
先
量
艇
尊
厳

信功

「愛
敬
」

2
月
お
日
(
日
)

午
後
1
時
却
分
1
午
後
3
時

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

4
階
多
目
的
ホ

l
ル

入
場

無
料
※
駐
車
場
有
り

定
員

2
5
0
人

主
催

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲

問
い
合
わ
せ
先

国
際
婦
人
デ

l
記
念
講
演
会
事
務
局

公

@
5
7
8
1

日
時

に
つ
い
て

開催

会
場

作業療法士

な
い
し
ん
の
う

平
成
日
年
ロ
月
1
日
、
内
親
王
・

と
し
の
み
や

敬
宮
愛
子
さ
ま
が
ご
誕
生
に
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
は
ご
命
名
の
由
来
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

当
時
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

じ
ん
し
ゃ

「出
血
(
は
『
孟
子
』
『
仁
者
は
人
を

愛
し
、
礼
あ
る
者
は
人
を
敬
す
、
人

つ
ね

を
愛
す
る
者
は
人
恒
に
之
を
愛
し
、

人
を
愛
す
る
者
は
人
恒
に
之
を
敬
す
』

か
ら
引
用
さ
れ
ま
し
た
。
」

う
や
ま

人
を
愛
し
敬
い
、
人
々
か
ら
愛
し

敬
わ
れ
る
よ
う
な
宮
様
に
成
長
さ
れ

る
こ
と
を
願
つ
て
の
ご
命
名
で
す
。

さ
て
、
藤
樹
は
こ
の
「
愛
敬
」
を

人
が
最
も
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
心
だ
と
説
い
て
い
ま
す
。

お
き
久
留
も
ん
ど
、
う

「翁
問
答
」
で
は
、
「
人
の
道
の
根

本
は
孝
な
り
、
孝
徳
の
感
通
を
手
近

く
名
付
け
て
い
へ
ば
愛
敬
の
二
字
に

つ
づ
ま
れ
り
」
と
述
べ
、
人
を
愛
し

敬
う
「
愛
敬
」
の
実
践
が
「
孝
行
」

だ
と
教
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、

「
融
部
恥
料
館
町
町
中
町
恥
野
信
」
に

は
、
「
愛
之
艇
を
敬
と
為
す
」
と
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
藤
樹
は
、
「
敬
以
前
に

愛
の
働
き
が
あ
っ
て
、
愛
の
極
致
に

お
い
て
表
れ
る
の
が
敬
だ
」
と
説
明

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
親
の
子
に

対
す
る
愛
情
の
深
さ
、
純
粋
さ
で
あ

る
「
愛
」
に
対
し
て
、
子
が
親
に
抱

く
尊
敬
の
気
持
ち
が
「
敬
」
だ
と
い

う
の
で
す
。
「
愛
」
は
そ
の
内
に
「
敬
」

を
、
「
敬
」
は
そ
の
内
に
「
愛
」
を
包

み
入
れ
る
表
裏
一
体
の
関
係
な
の
で

す
。さ

ら
に
、
「
孝
経
啓
蒙
」
で
は
、
親

は
子
を
心
か
ら
、較

し
む
こ
と
に
よ
っ

て
子
ど
も
の
心
に
栽
を
有
り
難
く
尊

く
思
う
「
敬
」
や
「
愛
」
を
育
て
る

の
が
教
育
だ
と
説
い
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
家
庭
教
育
に
お
け
る
、
「
愛

敬
」
の
大
切
さ
を
力
説
し
て
い
ま
す
。

中
和
の
愛
敬

藤
樹
は
晩
年
「
中
和
の
愛
敬
」
と

い
う
こ
と
を
説
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
中
和
の
州
に
愛
敬
な
く
愛
敬
の

外
に
中
和
な
し
」
と
述
べ
、
「
人
欲
の

愛
敬
」
と
「
中
和
の
愛
敬
」
を
区
別

し
て
い
る
の
で
す
。
「
愛
敬
」
は
「
心

の
実
態
」
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
そ

の
心
が
そ
の
ま
ま
直
ち
に
「
道
」
(
善
)

で
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
「
愛
敬
」

に
は

「人
欲
の
愛
敬
」
も
含
ま
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。

藤
樹
は
人
欲
に
惑
わ
さ
れ
な
い

「
愛
敬
」
が
「
良
知
の
実
体
で
あ
る
」

ち
り
ょ
う
ち

と
し
て
、
「
致
良
知
」
を
説
き
、
「
中

和
の
愛
敬
」
の
体
認
を
説
い
た
の
で

す
。

2月23日(日)

講師
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• • • • • :に1

• • I 
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平成15年 1月 1日まで

に皆様か5お寄せいただ

いた復元のための募金額

は、330，794，277円
です。

え 5州城

かわら版

2巳復

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大?川l
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコ
ーナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第1係 内線352

伝
統
技
術
を
受
け
継
ぐ
そ
の
2

ft24-2111 

大
洲
城
天
守
閣
の
復
元
は
、
伝
統
的
建
築
技
術
に
よ
り
慶
長
時
代
の

天
守
閣
を
再
現
す
る
も
の
で
す
。
平
成
十
四
年
十
二
月
、
昔
な
が
ら
の

手
法
で
、
壁
に
使
う
土
"つ
く
り
な
ど
の
左
官
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

壁
土
は
寝
か
せ
る
こ
と
に
よ
り

固
く
な
る

中
塗
り
土
の
二
種
類
で
、
使
用
す
る

半
年
以
上
前
か
ら
士
号つ
く
り
に
取
り

掛
か
り
ま
す
。

ま
ず
、
荒
壁
土
は、

山
土
、
水、

ワ
ラ
ス
サ
を
混
ぜ
、
数
カ
月
間
水
の

管
理
を
し
な
が
ら
寝
か
せ
ま
す
。
こ

の
間
に
、
ワ
ラ
ス
サ
と
土
が
熟
成
し

て
壁
づ
く
り
に
適
し
た
粘
り
の
あ
る

土
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
さ

ら
に
ワ
ラ
ス
サ
を
加
え
、

全
体
を
か

天
守
閣
の
壁
工
事
に
使
う
土
は
、

大
洲
市
、
内
子
町
、
五
十
崎
町
の
境

界
付
近
か
ら
採
取
し
ま
す
。
こ
の
付

近
の
土
は
良
質
で
、
近
辺
の
伝
統
的

建
築
物
を
修
理
す
る
際
に
も
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
準
備
し
た
の
は
、
荒
壁
土
と

....中塗り土に入れるモミスサ

き
混
ぜ
て
数
回
練
り
返
し
ま
す
。
半

年
後
に
は
つ
な
ぎ
の
効
い
た
良
質
の

荒
壁
土
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

次
に
、
中
塗
り
土
は
、
荒
壁
の
上

に
中
塗
り
を
す
る
土
で
、
平
滑
な
下

地
を
作
り
だ
し
ま
す
。
材
料
は
、
山

土、

川
砂
、
水
に
モ
ミ
ス
サ
を
混
ぜ

荒
壁
土
と
同
じ
よ
う
に
数
カ
月
後
に

モ
ミ
ス
サ
を
入
れ
、
か
き
混
ぜ
て
寝

か
せ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
大
洲
城
天
守
閣
の

現
場
で
は
、
半
年
以
上
も
前
か
ら
壁

に
使
、
つ
土
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
代
の
建
物
造
り
の
現
場
で
は
、
こ

の
よ
う
に
昔
な
が
ら
の
土
、
、つ
く
り
か

ら
始
め
る
機
会
は
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
天
守
閣
復
元
を
契
機
に
、

伝
統
的
な
土
づ
く
り
が
後
世
に
受
け

継
が
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

天
守
閣
の
左
官
工
事
は
、
一
月
か

ら
漆
喰
材
料
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し

た
。

※
ワ
ラ
ス
サ
と
モ
ミ
ス
サ
は
、
稲
ワ

ラ
を
材
料
と
し
、
モ
ミ
ス
サ
は
、
穂

先
や
節
な
ど
を
除
去
し
、
短
く
加
工

し
た
も
の
。

12 
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・

記
念
コ
イ
ン
を

…

寄
付
し
て

…

一
い
た
だ
き
ま
し
た
!
…

•• 
『

E
l
t
E
E
E
-
-
1
1
1
1
1
1バ
川
M
E

・mー叶

M
M

・

-

hR--zん

い

-

L
fυ
 
.
.
.
.
.
.
.
.
 ，】

さ

い

.一
』4T
1
叶

.，

la--三

二

山『‘
「¥い
E

・E

・-J

H

一

/
d」
J

・・・・・・
・司劃一回日

一

a....... ，凪
配
吉

・

一

aa----圃
企
H

H

「
I
l
l
l
1
1
1
1
1
1
J
Jは
掴
圃
圃
圃

-

H

吉
田
政
士
口
さ
ん

(中
村
)
か
ら
、

“

一
天
守
閣
復
元
事
業
に
と
記
念
コ
イ
ン

い

い
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

日

・

士
口田
さ
ん
は
、
「
記
念
コ
イ
ン
は
、

“

一
い
ず
れ
し
ま
っ
て
お
い
た
所
を
忘
れ

…

日
て
し
ま
い
使
え
な
く
な
る
か
も
し
れ

い

日
な
い
。
お
城
へ
の
寄
付
を
考
え
て
い

日

・
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
こ
の
コ
イ
ン
を

・

.
有
効
に
活
用
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

日

日
い
ま
し
た
」
と
、
天
皇
陛
下
在
位
六

日

十
年
記
念
の
十
万
円
金
貨
を
大
洲
城

日

.
天
守
閣
復
元
事
業
の
た
め
に
寄
付
し

日

・
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

“

い
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
す
!

-

天
守
閣
復
元
事
業
に
は
、
皆
さ
ん

い

.
か
ら
ご
寄
付
を
頂
い
て
い
ま
す
。

日

目
標
金
額
は
五
億
円
で
、
現
在
約

日

三
億
三
千
万
円
が
集
ま

っ
て
い
ま
す
。

ぃ

・
こ
れ
に
寄
付
の
予
約
を
頂
い
て
い
る

い

・
額
を
合
わ
せ
る
と
、

一二
億
六
千
三
百

日

・
万
円
に
な
り
、
目
標
額
の
約
七
割
が

日

日
集
ま
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

.

H

こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ん
の
お
気
持
ち

日

日
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
引

日

…
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

…

日
す
。

•• 
企ミキサーでかき混ぜる
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12/18 優雅に羽ばたく鶴を発見!

マナヅル2羽が数千キロの旅の途中、久米地区の水田に飛来したことが18日ごろ確認されました。自然環境保護グループ「やませ

み22Jや「さんきら自然塾Jが開いた探鳥会には約80人が参加し、野鳥を観察しました。この日はマナヅルの姿を確認できませんで

したが、野鳥を温かく見守る観察マナーや自然の大切さを学びました。

南久米小学校PTAの保護者10人が大洲市役所を訪れ、学校から約

500メー トル先に計画されている高知競馬場外馬券売り場計画(野佐

来)は「教育 生活環境の悪化や平穏な暮らしに影響があるJとして、

設置反対の決議文を市長、教育長、市議会議長ヘ宛てて提出しました。

12/21 

.'fi_ ‘ 一一一 』一一一 一ふるさとに帰省する人々のために、今年も柳沢地区の柳沢橋横に大き

な門松 (高さ約4メー トル)と横断幕が設置されました。地元の地域お

こしグループ木林森夢倶楽部(平谷和生会長)の皆さん約10人が、準備

した竹や飾り付けなどの材料を使い約2時間で作り上げました。

映画の機材や資料などを展示した、フィルムコミνション企画展

「時代を刻んだ名機たち」がおおず赤煉瓦館で関かれました。市内の
収集家が所有する撮影カメラや編集機器、映画ポスター チラシなど

の貴重な資料に会場を訪れた人も熱心に見入っていました。

12/15，ほら つきたてですよ!

' l 
• 耳..，-

市内のソフトポールチーム「ウイングス」が特別養護老人ホーム

「とみす寮Jでもちつき大会を開きました。(表紙写真)今回で6回目

になる大会では、施設利用者や職員も参加しでもち米約60kgをつき

あげ、お年寄りたちは出来たてのもちの味を楽しみました。
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保健センター ft23-0310

いきいき-
Life! 

あなたの健康を
サポートします

2
月
の
告
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

{
乳
幼
児
健
康
診
査
】

、

0
2
月

4
日

ω
平
成
立
年

1
月
生

0
2
月
ロ
日
制

平
成
凶
年
9
月
生

※
ロ
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要

0
2
月
四
日

ω
平
成
日
年
7
月
生

受

付

時

間

日

時

1
日
時
却
分

持
参
品

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

{
叩
カ
月
児
育
児
相
談
}

0
2
月

3
日
開

平
成
比
年
4
月
生

受
付
時
間

9
時
却
分

l
m時

持
参
品

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

斗
叶
d

U

阿
川

伸

一

丸

漉

0

頃

7

匿

3

ト

5

科

5

禾

ア

児

7

E

3

小

一

、

一

人

4

パ
4
4

相

2

井

2

さ

合

亀

会門口口
M

n
H
U
 

同
月

内
ノ

ι

ー:;u;ra~j~=~J芸f;;~田・

2月2日(日)

浜)石村病院 (長

ft 52-0275 

{栄
養
相
談
}
予
約
制

0
2
月
初
日
同

相

談

時

間

日

時

1
正
午
、

日
時
1
日
時

健
康
手
帳

持
参
品大

洲
保
健
所

予
約
制

{
エ
イ
ズ
検
査

・
相
談
}

O
毎
週
火
曜
日
日
時

1
正
午

【
難
病
医
療
相
談
}

O
第
3
火

曜

日

日

時

1
日
時

【精
神
保
健
福
祉
相
談
}

O
第
3
金

曜

日

目

時

1
日
時

{
H
T
L
V
|
1
抗
体
陽
性
者
相
談
}

O
月

1
金
曜
日

9
時
l
M
時
勾
分

【
女
性
の
健
康
相
談
}

O
第

3
木

曜

日

目

時

1
げ
時

【思
春
期
健
康
相
談
】

O
第

4
木

曜

日

日

時

i
M
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
}

O
第

3
水
曜
日

受
付
時
間
ロ
時
初
分

i
u時
初
分

対
象

就
学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

全
国
ド
ナ
l
叩
万
人
を
目
標

骨
髄
パ
ン
ク
に
登
録
を
!

骨
髄
液
の
提
供

(骨
髄
移
植
)
と
い

。洲
一
日
大

東

頃

7

3

科

ω

6

6

 

Q
O

E
 

ω
内

↑

ロ

2

m
H

泉

公

門口口
μ

今
、
以

内
ノ
ム

同
月nt 

2月11日ω池 田医院 (東大洲)

ft 24-31 00 

2月 16日(日)清家産婦人科医院

-.&'11民主.主置i;.~し司圃

曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間 ・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。

う
あ
な
た
の
善
意
が
、
白
血
病
や
重
症

再
生
不
良
貧
血
な
ど
の
血
液
難
病
患
者

の
命
を
救
い
ま
す
。

骨
髄
移
植
に
は
、
患
者
と
骨
髄
提
供

者

(ド
ナ

1
)
の
白
血
球
の
型

(H
L

A
型
)
を

一
致
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
確
率
は
兄
弟
姉
妹

で
4
人
に

1
人
、
そ
れ
以
外
で
は
数
百

人
か
ら
数
万
人
に

1
人
と
ま
れ
な
た
め
、

ま
だ
多
く
の
患
者
さ
ん
が
骨
髄
移
植
を

受
け
ら
れ
な
い
で
い
ま
す
。

県
で
も
窓
口
を
開
設
し
、
登
録
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
初
歳
か
ら
叩
歳
ま

で
の
健
康
な
皆
さ
ん
、
今
す
ぐ
登
録

を
1
・

骨
髄
パ
ン
ク
登
録
窓
口

八
幡
浜
中
央
保
健
所
(
八
幡
浜
市
北
浜
)

2
0
8
9
4
・
2
2
・
4
I
I
I

・
開
設
自

火
曜
日

献
血
の
お
知
5
せ

2
月
6
日
休

市
立
大
洲
病
院
叩
時
1
正
午

八
幡
浜
地
方
局
大
洲
出
張
所

日
時
l
M
時
加
分

日
時

l
m時
却
分

大
洲
警
察
署

2
月
白
日
岡

大
洲
市
役
所

日
時
l
M山
時

市立大洲病院 (西大洲)

ft 24-2151 

宮)

森)

大洲中央病院 (東大洲)

包 24-4551

日加戸病院 (若

宮 24-5101

大洲記念病院 (徳

岱 25-2022

月 ・火曜日

日

金~日曜日

曜

曜

水

木

d

w

A

W
 

多

少
4

p

e

 

2
月
新
着
図
書

絶
対
辞
め
て
は
い
け
な
い
円
吉
田
幹
夫
著

国
家
破
産
け
気
づ
い
た
人
に
は
大
チ
ャ
ン

ス

浅

井

隆

著

ワ

イ

ル

ド

ド

リ

l

w
i
l
d
D
r
e
a
m

中
村
修
二
著

金
持
ち
父
さ
ん
の
子
供
は
み
ん
な
天
才

ロ
パ

l
ト
・
キ
ヨ
サ
キ
ほ
か
著

大
失
業
時
代
の
生
活
保
護
法

寺
久
保
光
良
ほ
か
編

教
育
改
革
こ
そ
日
本
再
生
の
道ナ

カ
ヤ
ソ
ウ
ヅ
ユ

中
屋
宗
寿
著

モ
ロ
ト
ミ
ヨ
シ
ヒ
コ

子
ど
も
よ
り
も
親
が
怖
い
諸
富
祥
彦
著

男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ
く
る大

沢
真
理
著

こ
れ
っ
て
、
数
学
?
渡
辺
信
ほ
か
著

ヨ
ン
ト
モ

ど
う
ぞ
気
楽
に
精
神
科
へ
高
橋
祥
友
著

と
ま
ど
い
ボ
ケ
、
あ
り
ま
せ
ん
か
?

サ
ナ
ダ

翼
団
祥

一
著

食
事
で
変
わ
る
「
良
い
子
」
「
悪
い
子
」

伊
藤
華
づ
枝
著

き
も
の
が
欲
し
い
1

群
ょ
う
こ
著

い
ざ
と
い
う
と
き
お
金
は
い
く
ら
必
要
か

P
H
P
研
究
所
編

ゴ
ミ
の
分
け
方
・
捨
て
方
練
習
帖リ

ヨ
ン
社

か
わ
い
い
巻
き
ず
し
花
ず
し
ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

青
野
家
の
牛
井
捌
円
革
命
槙
野
咲
男
著

ニ
ュ
ー
ス
の
現
場
か
ら
長
野
智
子
著

オ
ハ
ラ
ダ
ヤ
ス
ヒ
サ

犬
と
話
が
で
き
る
!
小
原
田
泰
久
著

サ
イ
モ
ン

ぶ

つ

ぞ

う

入

門

柴

門

ふ

み

著

よ
し
も
と
革
命
宣
言
吉
本
総
合
研
究
所
編

有
効
期
限
の
過
ぎ
た
亭
主
・
賞
味
期
限
の

ア
ヤ
ノ
コ
ウ
ジ

切
れ
た
女
房
綾
小
路
き
み
ま
ろ
著

こ
れ
は
英
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ケ
イ
イ
i
エ
1

K
E
A
の
会
著

14 

初
代
に
読
み
た
い
名
作

震
え
る
メ
ス

小
さ
き
者
へ

疾
駆
す
る
夢

命
の
遺
伝
子

部
長
漂
流コ

ク
ヤ

聖
な
る
黒
夜

恋
愛
の
格
差

マ
ン
ゴ
ー
・
レ
イ
ン

誘
拐
の
果
実

椿
山
課
長
の
七
日
間

謝
り
屋
始
末
記

闇
の
子
供
た
ち

在
日
徒
然
抄

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ウ
エ
ル
ベ
ツ
ク
著

4 柴江 伊ィ

鄭1梁3松浅真主馳2村田波高佐重野ノ林
J 本田 f呆ポ」上よ戸嶋々松上2真

;喚ハ石乙賢次裕星子 し哲哲木 . 裕E理
願五 日 ;;吾郎 一 周2龍き夫夫譲~1青伸チ子
著著著著著著'著著著著著γ 著著著

メアリー・ベネット
共著

ーヴィッド・S.!l-シー

ア
ポ
ロ
は
本
当
に
月
に
着
陸
し
た
の

か
?
月
に
降
り
立
っ
た
オ
ル
ド
リ
ン
の
写

真
は
本
物
か
?
ア
ポ
ロ
の
月
面
着
陸
を
は

じ
め
と
す
る
人
類
の
月
面
探
査
記
録
の
正

当
性
に
疑
問
を
投
げ
掛
け
、
カ
メ
ラ
マ
ン

の
著
者
が

N
A
S
A
の
写
真
を
暴
く
。

¥
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
新
/

/
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。
¥

郷
土
の
歴
史
講
座

「
大
洲
藩
船
い
ろ
は
丸
」

講

師

村

上

恒
夫
先
生

日
時

2
月
出
日
同

9
時
加
分
1
1
時
却
分

場
所

大
洲
市
立
図
書
館
4
階

[
休
館
日
]
毎
週
月
曜
、
日
日
・
羽
目



2月号広報ああず 2003

思
給
欠
格
者
、

皆
さ
ん
へ

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等
が
贈
呈

さ
れ
ま
す
。

請
求
対
象
者

①
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受
け
て

い
な
い
人

(
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
)

《
請
求
期
限
》
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん

②
①
の
対
象
者
で
、
請
求
を
行
う
こ
と

な
く
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
遺
族

《
請
求
期
限
〉
平
成
口
年
3
月
白
日

③
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域
か

ら
引
き
揚
げ
て
き
た
人

《
請
求
期
限
》
平
成
日
年
3
月
白
日

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

8
@
2
1
1
1
(内
線

1
7
6
)

引
揚
者
の

家
族
の
ア
ル
コ
ー
ル
、
薬
物
の

問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
?

四
国

・
松
山
ア
ラ
ノ
ン
の
集
ま
り

N
P
O法
人
ア
ラ
ノ
ン
ジ
ャ
パ
ン
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
の
問
題
を
持
つ
人

の
家
族
と
友
人
の
自
助
グ
ル
ー
プ
で
す
。

同
じ
経
験
を
も
っ
仲
間
の
中
で
心
を

開
い
て
話
し
合

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
参

加
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
初
め
て
の
相
談
で
も
安
心
で
す
。

甲建設 (株)

ft24-5914 

保鉄工所

公 26一0537

水道業者の

緊急漏水当番表

上

久

2月 1日出

2
月
担
日
開

午
前
叩
時

1
午
後
4
時

午
前
:
・
初
め
て
の
家
族
の
集
ま
り

午
後
・
・
・
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す

会
場

松
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

松
山
市
若
草
町

8
1
2

問
い
合
わ
せ
先

N
P
O法
人
ア
ラ
ノ

ン
ジ
ャ
パ
ン

G
S
O
(事
務
局
)

8
0
3
・
3
4
7
2
・
7
7
1
2

F
=
?
ミ
ヨ
2
=σ
白
『

-E
『
ミ
コ
白
」司
¥
〉

F
a

〉

zozーし
『〉
可
〉

zhzu開×
Z
ヨ

日
時県

営
住
宅
の
入
居
者
募
集

愛
媛
県
で
は
、
県
営
東
大
洲
団
地
に

空
室
が
生
じ
た
と
き
に
入
居
で
き
る
補

欠
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

空
室
の
状
況

平
成
ロ
年
度
・
:
1
戸

平
成
日
年
度
・

:
0
戸

平
成

M
年
度
:

0
戸

(
平
成
比
年
日
月
初
日
現
在
)

空
室
は
年
間

0
1
1
戸
し
か
生
じ
ま

せ
ん
が
、
空
室
が
生
じ
た
場
合
に
入
居

す
る
順
番
を
前
も
っ
て
抽
選
で
決
定
し

て
お
き
ま
す
。

建
物
の
概
要

中
層
耐
火

3
階
建
、

3
D
K
、

の
面
積
乃
・
田
平
方
メ
ー
ト
ル

申
し
込
み
受
付
期
間

1 
戸

アサノ設， 1I粛

会 24-0783

佐々木鉄工

ft26-0875 

(有)内 田電気水道設備

ft25-2858 

浦建設附

包 25-5335

(有)

(有)

(有)い の水道設備

合 24-2216

(有)菊地浄化槽センター

ft24一 0013 

2月2日(日)

2月8日出

2月9日(日)

2
月
3
日
開
i
ロ
日
制

午
前

8
時
却
分
1
午
後
5
時

抽
選
日

3
月
3
日
開

会

場

大
洲
市
田
口
甲
4
2
5

1

愛
媛
県
大
洲
総
合
庁
舎
3
階
会
議
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

八
幡
浜
地
方
局
大
洲
土
木
事
務
所

建
築
指
導
係

mu
@

5
1
2
1

(内
線
3
2
0
)

平
成
百
年
度
食
糧
モ
ニ
タ
ー
募
集

こ
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
食
糧
の
流

通
や
消
費
な
ど
に
つ
い
て
消
費
者
の
皆

さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
お
聞
き
し
、
今

後
の
食
糧
行
政
に
役
立
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的

な
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
要
項

食
糧
モ
ニ
タ
ー
数
辺
人

(
2
人
以
上
の
世
帯
の
主
婦
)

内
容

年
2
回
程
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
(
意
見
要
望
が
あ
る
時
に
通
信
用

紙
な
ど
で
随
時
連
絡
)

申
込
期
間

1
月
初
日

1
2
月
7
日

問
い
合
わ
せ
先

高
松
食
糧
事
務
所
愛
媛
南
予
支
所

(
大
洲
市
東
大
洲
)

公
@
4
1
9
5

2
月
7
日
は
北
方
領
土
の
日

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
長
賞
標
語

オク 夕、設 備

合 24-3674

宮元建設

ft25-0901 

西国興産

ft25-2197 

谷本建設工業側

ft24-5161 

松

(有)

骨紛

性紛

2月11日伏)

2月15日出

語
り
継
ご
う

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で

四
島
(
し
ま
)
返
還

最
低
賃
金
改
定
の
お
知
5
せ

愛
媛
労
働
局
で
は
、
産
業
別
最
低
賃

金
を
改
正
し
、
平
成
比
年
ロ
月
お
日
か

ら
施
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改

正
後
の
賃
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

{パ
ル
プ
、
紙
製
造
業
者
最
低
賃
金
】

1
日
5
、
8
8
0
円
・

1
時
間

7
3
5
円

【
一
般
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金
】

1
日
5
、
9
9
4
円
・

1
時
間
7
5
2
円

【電
気
機
械
器
具
等
製
造
業
最
低
賃
金
】

1
日
5
、
6
6
5
円
・

1
時
間
7
0
9
円

【船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造

業
最
低
賃
金
}

1
日
6
、
0
9
6
円

・
1
時
間
7
6
2
円

【各
種
商
品
小
売
業
】

1
日
5
、
3
3
6
円
・

1
時
間
6
6
7
円

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
賃
金
室

合

0
8
9
・
9
3
5
・
5
2
0
0

八
幡
浜
労
働
基
準
監
監
署

合

0
8
9
4
・
2
2
・
1
7
5
0

N
H
K学
園
生
徒
募
集

N
H
K
学
園
高
等
学
校
(
普
通
科
・

3
年
制
)
は
、
ど
の
科
目
も
基
礎
か
ら

央建設附

ft24-3556 

上工業 側

企 24-3141

神田鉄工所

公 24-4122

藤水道庖

合 24-4410

戸電業社

ft25-2944 

回水道庖

合 26-0265

中

キサ

(有)

西

1成

佐

2月16日(日)

2月23日(日)

2月22日出

ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
安
心
し
て
学
習
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
学
筆
記

試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
宅
で

N
H
K
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
第

2
放
送
を
視
聴
し
、

リ
ポ
ー
ト
を
提
出

し
て
添
削
指
導
を
受
け
ま
す
。
ま
た
、

ス
ク
ー
リ
ン
グ
(
月
に

1
1
2
回
)
で

直
接
授
業
も
あ
り
ま
す
。

入
学
願
書
応
募
締
切

新
入
生
・
編
入
生
:
・4
月
初
日
必
着

転
入
生

(前
期
転
入
)
・:
6
月
初
日
必
着

転
入
生

(後
期
転
入
)
・:
9
月
8
日
必
着

入
学
案
内
請
求
先

(
無
料
進
呈
)

〒

1
8
6
1
8
0
0
1

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
2

3

6

N
H
K
学
校
本
校

2
0
4
2
・
5
7
2
・
3
1
5
1

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
大
洲
高
校
美
術
部
作
品
展

1
月
却
日
制

1
2
月
9
日
同

V
時
嬉
婚
展

ー
水
関
裕
二

・
頼
子
・
信
恵
・
有
理

恵
1
「
絵
画
展
」

2
月
日
白
川
W
1
2
月
凶
日
間

V
国
土
交
通
省
「
第
4
回
四
国
の
み
ち

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
展

2
月
お
白
川
W
1
3
月
2
日
間

展
示
時
間
午
前
叩
時
j
午
後
5
時

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
公

@
1
2
8
1

2月5自体)大洲か川4回放送 ゐ

併銘 1-1...1自
午前7時30分一7時45骨 J<号司

午循宮市時 竺司ヨ

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

も
う
す
ぐ
放
送
で
す
1

(
や
)

15 
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内
キ目 談 内 !f::句茸E 日 E寺 な ど 場 戸R な ど 問い合わせ先

交通事故 相談 2 月 10 日(月 ) / 1 0 時~ 1 5 時 市役所 2階会議室 総務財政課交通安全係
(愛媛県) 2 月 25 日(火) / 1 0 時 ~ 1 5 時 市役所 3階会議室 まま 24-2111 内線 323

人 キ雀 キ目 談 2 月 14 日(金) / 1 0 時 ~12 時 平公民館
急ぐときは法務局 合 24-4155

(法務省) 2 月 19 日(水) / 1 0 時 ~12 時 市役所 3階会議室

人 権 擁 護 委員 による 毎週月水-金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 合 24-4155

無 事ヰ キ目 談 9 時~16 時(休日を除く) 人権相談室

fラ 政 キ目 談 2月 17日(月)/ 9 時 ~ 1 2 時 市役所3階会議室
急ぐときは 合 24-5072(山本)

(総務省) ft 24-4294 (辻)

社会保険相談
2 月 5 日(水)/ 1 0時~15時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

2 月 1 9日(水)/10時~15時30分 合 089-925-5105

不動産無料相談 2月 15日(土)/ 9 時~ 1 6 時 宅建協会大洲支部 (有)上田喜六不動産 まま 24-4452

定期税務相談 2 月 14 日(金) / 1 0 時 ~15 時 大洲商工会議所 大洲税務署 古田一3115

l一般相談 毎 週 月 水 - 金 曜日

大洲市総合福祉
i)u2ごと l法律相談 毎週火曜日

センター
受付は総合福祉センター 1階

i介護相談 毎週木曜日
(相談室直通)

社会福祉協議会窓口まで

相 談 : (相談時間) 10時~正午、 1 3 時~ 1 6 時 ft23-0313 
fi 23-5629 

(祝祭日・年末年始を除く)

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 ft 24-2111 内線 178

人権・同和問題に
毎日の執務時間中

大洲隣保館 会 24-6100
関する何で も相談 大洲福祉会館 合 25-0947 

青 少年相談室 毎日の執務時間中 青少年センター ft 24-7830 

ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 合 24-1414

案とι;、談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。
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A.桝田市長から表彰を受ける後藤さん室津のレンガ倉庫題

大洲市内の交通事故市民の動き今月の納税は
12月末現在 昨年同期

件数 285 285 

負傷者 371 353 

死者 2 6 

平成14年12月31日現在

24人(ー14)

25人 (ー28)

出生

死亡

39，238人 (+33)

18，721人 (+19)

20，517人 (+14)

14，749世帯 (+15)

口

数

男

女

帯

人

世

固定資産税 4期

16 

( )内は対前月比納期限は2月28日です
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